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日吉台幼稚園の認定こども園への転換に関する要望書

日吉台学区自治連合会

会長 野々口 義信

これまで日吉台学区自治連合会は、平成 26年春の「幼児教育施設の存続と認定こども園

への転換を求める請願書」のための署名活動以来、日吉台学区における幼児教育施設 (現 日

吉台幼稚園)の存続とともに、「滋賀県いち子育てしやすいまち」を目指すべく、下部組織

である日吉台まちづくり協議会とともに、平成 27年春に開始した日吉台幼稚園におけるマ

マ預かり活動 「アソビバ」をはじめ、県社協と共同の「冒険アソビバ」、さらに今年度から

は「こども食堂」など、多種多彩な子育て支援の活動に取り組んでまいりました。また、上

記請願書の大津市への提出後も、学区内の子育て世帯の親たちと定期的に会合を開き、日吉

台幼稚園が直面する課題について議論を重ね、大津市に対して公立幼稚園における三年保

育の実施と預かり保育の充実をお願いしてまいりました。そして、昨年には市長みずから日

吉台にお越しいただき、日吉台幼稚園における三年保育の実施を約束していただきました。

しかしながら今夏、大津市ならびに大津市教育委員会は、公立幼稚園における三年保育の

実施と引き替えに、園児数 20名以下の状況が三年間継続した幼稚園を統廃合する方針を発

表いたしました。現在の日吉台の人口動態を考慮すれば、市の提示する条件では日吉台幼稚

園の閉園が避けられない状況であることは明らかです。くわえて、坂本学区の日吉台に近い

場所に、あらたに私立保育園の開設が計画されており、今後の日吉台幼稚園の存続はますま

す厳しいと言わざるをえない状況です。

日吉台学区自治連合会では、これまで日吉台幼稚園の維持・存続に向けて精力的に活動し

てまいりましたが、もはや公立幼稚園の枠組みでは統廃合が避けられない見通しになつた

以上、このたび日吉台幼稚園を (保育園機能をそなえた)認定こども園入と転換することに

より、日吉台に幼児教育施設を維持していただくよう、あらためて市長に要望させていただ

く次第です。

この件につきまして、ご検討のほどよろしくお願い申し上げます。
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